
スポーツ・文化芸術の機会確保に向けた部活動改革の推進

１．県の現状・課題

・少子化が進む中、学校部活動を従前と同様の体制で運営することは難しくなってきており、学校や地域によっ
ては存続が難しい状況にある。

・専門性や意思に関わらず教師が顧問を務めるこれまでの指導体制を継続することは、学校の働き方改革が進む
中、より一層厳しくなる。

令和４年度香川県総合教育会議
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２．市町における実践研究

運動部活動（R3-4）

東かがわ市
３中学校合同で部活動
を実施

運動部活動（R4）

高松市
庵治中・牟礼中合同で
部活動を実施

運動部活動（R3-4）

三豊市
外部指導者の配置

文化部活動（R4）

さぬき市
○○○○○○○○

文化部活動（R4）

さぬき市
合同部活動に外部指導
者を配置
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３．学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン（国）
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４．学校部活動の地域連携、地域クラブ活動への移行のイメージ（国）
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５．学校部活動の地域連携や地域クラブ活動の方向性（案）（香川県）

Ⅰ 生徒の豊かなスポーツ・文化芸術活動の実現を目指す取組み

Ⅱ 学校部活動 Ⅲ 新たな地域クラブ活動

１ 学校部活動の意義と学習指導要領上の位置付け
• 学校部活動は教育的意義を有してきた
• 生徒のスポーツ・文化芸術活動を守っていくとの認識のも
と、部活動改革を進める必要がある

生徒の豊かなスポーツ・文化芸術活動の実現
・生徒が生涯にわたってスポーツ・文化芸術活動に親しむ機会を確保
・新たなスポーツ・文化芸術環境の整備

■学校部活動の適正な運営、効率的・効果的な活動の推進、地域連携
■休日の学校部活動における地域クラブ活動への段階的な移行
■生徒等の多様なニーズに応じた活動を行うことができる環境の整備

目指す姿 国の動向より
部活動の地域移行に当たっては、
「令和５年度から令和７年度まで
の３年間を改革推進期間として、
地域連携・地域移行に取り組みつ
つ、地域の実情に応じて可能な限
り早期の実現を目指す」ことが示
された。

県の部活動を取り巻く状況より
•県の中学校生徒数は、この20年
間で5,000人以上減少している
一方で、運動部活動数はほぼ横
ばい。

•県の公立中学校の運動部活動顧
問のうち、約６割の教員は専門
としない種目の顧問。

２ 学校部活動の運営
• 円滑に実施できるよう、適正な数の部を設置
• 校務分掌や本人の抱える事情等を勘案した上での顧問の決定
• 生徒の心身の健康管理、事故防止の徹底、体罰・ハラスメン
トの根絶

• 部活動指導員や外部指導者を確保
• 週当たり２日以上の休養日の設定（平日１日、休日１日）
• 多様なニーズに応じた活動ができる環境
• 事故発生に対応した緊急体制の確立

３ 学校部活動の保護者・地域との連携
• 保護者との連携や学校部活動の地域連携の推進
• 指導者として地域の人材の活用
• 複数校による合同部活動の実施

１ 地域移行の目的及び方向性
• 地域の持続可能で多様な環境の一体的な整備を図る
• まずは休日における地域クラブ活動の環境整備を進める
• 平日の環境整備はできるところから取り組む
• 推進計画等の策定や協議を行う場の設定など、丁寧に進める

２ 新たな地域クラブ活動の運営
• 運営団体・実施主体は多様なものを想定
• 質の高い指導者の確保、意欲ある教員等の円滑な兼職兼業
• 競技志向の活動だけでなく、生徒の志向や体力等の状況に適した
スポーツ・文化芸術に親しむ機会を確保

• 地域クラブ活動と学校部活動の連携

３ 学校部活動の地域移行に向けた取組み
• 検討体制の整備（県と17市町による協議会の設置等）
• 生徒や保護者のニーズ、学校・地域の意向の把握
• 県による人材バンクの整備
• 生徒や保護者等への情報発信、実証事業等の成果の普及
• 活動場所の確保
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６．令和５年度事業の紹介（香川県）

① 香川県における地域移行等の推進 4,450千円（国支1,483千円、一財2,967千円）
・県や市町、関係団体等との連携体制整備や広域的な支援方策等を検討するための県域の推進協議会の設置
・広域的な指導者人材バンクを設置し、各市町のニーズに応じた情報提供の実施

② 部活動の地域移行等に向けた実証事業 16,506千円（全額国支)
中学校の休日部活動の地域移行について、本県における導入方法の検討、市町の体制整備や実証事業の支援を実施
・県総括コーディネーターの配置等による市町等への支援及び体制整備
・部活動の地域移行に向け、市町等において、体制整備や指導者の確保等に関する取組みを実施
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７．他県での連携事例（運動部活動）

【出展】運動部活動の地域移行に関する実践研究事例集（令和４年11月スポーツ庁発行）を基に、香川県教育委員会が加工・作成。 7



７．他県での連携事例（文化部活動）

【出展】文化部活動の地域移行に関する実践研究事例集（令和４年11月文化庁発行）を基に、香川県教育委員会が加工・作成。 8



（１）プロスポーツ団体

■香川県地域密着型スポーツ活用協議会

地域密着型スポーツチーム（香川アイスフェローズ、香川オリーブガイナーズ、香川ファイブアローズ、
カマタマーレ讃岐）の選手が県内の小学校等を訪問し、地域貢献活動を実施。
・県内の幼稚園・小学校でのスポーツ教室の開催、地域のスポーツイベントへの参加 等

（２）文化芸術団体

■（公財）置県百年記念香川県文化芸術振興財団

中学校・高等学校演劇部の顧問や生徒を対象に、専門家の指導による演技・演出・舞台芸術の向上を図る
講習会を開催。
・令和４年度は、８月に実施。

※県事業（かがわジュニア・フィルハーモニック・オーケストラ（ＫＪＯ））

平成13年度からレクザムホール（香川県県民ホール）で、県が運営している高校生以下のオーケストラ。
８月に定期演奏会を実施する「合奏コース」と、楽器別にグループレッスンを行う「基礎コース」がある。
団員は約100名。音楽界の第一線で活躍されているプロの音楽家が直接指導を行う。
・令和４年度は８月に定期演奏会、３月に合奏コース公開レッスンと基礎コースの成果発表会を実施。

（参考）地域のスポーツ・文化の機会の確保の取組として、香川県内のプロスポーツ団体、
文化芸術団体、大学等が行っている地域貢献活動や子供向け活動に関する事例紹介
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（３）大学等

■香川大学

・空手道部部員が毎週日曜日に、丸亀市の道場で小学生に空手の指導を行っている。
・水泳部が年間10回程度、県内で開催される水泳大会の補助を行っている。

■四国学院大学

・サッカー部員・コーチが毎週火曜日に、３～６歳児対象の「ボール遊び教室」や小学生対象の「ボー
ル運動教室」を地域のサッカー場で実施している。

・サッカー部員が11月中旬に、大学サッカー場において「ふれあいジュニアサッカー教室」を開催し、
幼児～小学６年生の約80名の子どもに指導やプレーで関わった。

■徳島文理大学（香川キャンパス）

・４～６月及び10～12月に、文学部英語英米文化学科の学生が、志度小学校で２～４年生を対象に、
学童保育の一環として英語を教えるボランティア活動を行っている。

■香川高等専門学校

・高松市こども未来館で来館者に向け、サイエンスクラブが磁石、鏡、顕微鏡などを使った理科実験、
機械システム研究部がロボットの紹介・操縦体験、次世代自動車研究部が燃料電池車作成など、
高松市との連携により科学体験教室を行っている。

（参考）地域のスポーツ・文化の機会の確保の取組として、香川県内のプロスポーツ団体や
文化芸術団体、大学等が行っている地域貢献活動や子供向け活動に関する事例紹介
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